
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012/1３ 

 役 員 

会  長 長尾 亘    直前会長 山崎泰男 

副会長 多胡葉子    書    記  若林成幸   

会  計 吉田 明    会計監査 今田 稔 

メネット連絡 福田素子 連絡主事 谷川 尚、 

六甲部地域奉仕.環境事業主査   山崎泰男 

西日本区交流事業主任  石田由美子 

 

事  業 

委員長 

ＹＭＣＡサービス・ユース 多胡 葉子 

地域奉仕・環境 山崎恭男、 Ｅ Ｍ Ｃ 福田宏子 

交 流 石田由美子      ファンド 堀江裕一 

広 報(ブリテン) 長尾 亘、 (HP)    長尾 亘 

特 別 特 別

事業  

ＮＧＯ 三品ミチ子   じゃがいも    福田 肇 

バザー 山崎泰男   市民クリスマス 若林成幸 

 

お誕生日 

おめでとう！ 

 

なし 

 在籍会員数           ２５名 

例会出席者数         ２３名 

うち会員数            １５名 

出 席 率          ６０．０％ 

メイクアップ（内数）      0名 

メネット            ２名 

コメット・マゴメット 0名 ゲスト・ビジター  ６名 

ＢＦポイント  ６月      ４，６５０円 

       累  計    ４６，０３６円 

にこにこＢＯＸ ６月     ２，０００円 

       累  計    ４７，０００円 

物品販売累計       ４２．４００円 

CS基金          ２５，５００円 

宝塚ワイズメンズクラブ  ２０１２年７月会報 第２８６号 

        主 題 ・ 標 語 

 国際会長(I P)        Philip Mathai  （インド） 

  主題： ”Be the light of the world”  「世を照らす光となろう」 

  標語： “Share your blessings in love”  「恵みを愛もて分かち合おう」 

 アジア地域会長(AP)  Oliver wu  (台湾) 

  主題： “Years bring wisdom”  「歳月は Y’sをワイズ(賢者)にする」 

  標語： “Action vitalize life with strength”  「行動が活力を呼び覚ます」 

 西日本区理事(RD) 成瀬 晃三 （名古屋） 

  主題：「先頭に立ってワイズの光を輝かそうクラブで、地域で、国際社会で」 

      “Let Y’smes Light Shine before Others 

       In the club, in the community, in the world” 

  標語：「ワイズメンの満足度向上を真摯に取り組もう」 

      “Devote Yourself to Y’sdom and Get More Satisfaction!” 

 六甲部長     上野 恭男（芦屋） 

  主題：「柔軟な創造で愚直に積極的なワイズライフを楽しもう」 

 宝塚クラブ会長  長尾 亘 

  主題：「原点に帰って、楽しい例会」 

      “Buck to the Origin!! Joyful Meeting.” 

今月のテーマ： 評価、計画 

今月の聖書： わたしは貧に処する道を知っており、富におる道も知っ

ている。わたしは飽くことにも飢えることにも、富むことにも乏しいこと

にも、ありとあらゆる境遇に処する秘けつを心得ている。 

ピリピ人への手紙4：11−12(口語訳) 

2012 年 7 月第 1 例会 

  日 時：2012年 7月 11 日（水）18:30 
  場 所：宝塚ホテル ゴールドの間 
  会 費：会員 3,０００円、会員外 3,5００円 
               ドライバー    多胡 葉子 
                鯖尻 佳子 
  開会点鐘          山崎 泰男会長 
  ワイズソング        全   員 
  聖 書           杉谷 和代 
  祈 祷           若林 成幸 
  ゲスト・ビジター紹介    山崎 泰男会長 
  役員交代式 
  会 食 
  部長訪問挨拶  新六甲部部長 上野 恭男氏 
  総 会 
       １）事業報告       ２）決算報告 
       ３）新年度活動方針 ４）予算審議 
  誕生日のお祝い 
  会長報告          長尾 亘新会長 
  YMCA 報告 
  閉会点鐘          長尾 亘新会長 

 

６ 

月 

実 

績 



宝塚ワイズメンズクラブ・ブリテン 2012 年 7 月号 

 

 

- 2 - 

 「きょうは生えていて、あすは炉に投げいれ 

 

 

 6 月 13 日(水)18 時 30 分、宝塚ホテルゴール

ドの間に於いて６月第１例会が開かれました。

2011/2012年度の年度末になりますので、計画で

は会長、事業委員の年間活動報告がなされる予

定でしたが、思いがけなく Canada から BF 代表

として来日中の Kim 夫妻が例会に出席くださる

ことになった為、たちまち交流の会となりまし

た。Kim夫妻はこの日偶々宝塚在住の岡野ワイズ

(大阪土佐堀クラブ)宅へホームステイされる日

になっていたため急遽実現されたものです。来

年度は石田メンが西日本区交流事業主任をされ

ることが決まっていますが、就任直前から幸先

の良いめぐりあわせに思えました。 

 Kim 夫妻 (カナダ Epsilon ワイズメンズクラ

ブ)は持参された DVD を用いて、カナダのこと、

クラブの活動状況のことなど、岡野さんの通訳

でお話し下さいました。 

 そのあとしばらく懇談の時をもつこともでき

ました。 

 当初予定の活動報告は山崎会長、福田六甲部

EMC事業主査のみとし、他の方は 7月例会時の来

期計画発表時にあわせて行うこととなりました

(お忘れなく)。報告内容については来月発行さ

れます宝塚クラブの年次報告書を参照下さい。 

 次いで、本年 3 月タイワークキャンプに参加

した三田 YMCAリーダーの宮後君がチェンマイで

の活動報告をしてくれました。本活動について

も報告書が出されています、ご参照ください。 

 YMCA 報告、誕生日お祝いの後、山崎会長本年

度最後の閉会点鐘がありました。山崎会長ご苦

労さまでした。 

                  堀江 裕一 

 

 

     6 月第 2 例会報告 

 

 6月 20日(水)18時 30分からハッピーハウス

にて第２例会を行った。出席者は、山崎会長、

多胡、石田、福田宏子、堀江、吉田、若林各メ

ンと今田メネットの 8名。 

1. 会員異動承認の件 

谷 勳氏退会（6／３０付）及び小島規似

郎氏の豊中クラブから転会（７月第１例会

より）が承認された。 

2. 7 月例会の進め方を確認。転入会者 中島

規似郎メンの紹介・挨拶、新旧役員の引継

ぎ式と定期総会を行う。また、六甲部長の

公式訪問で上野泰男メンを迎へ、挨拶をし

て頂く。 

3. 部長訪問時の同行ゲストの対応について

協議。部長を含め２名は招待(無料)とし、

他の同行者は一般のゲスト同様に 3500 円

の会費を徴収する。 

4. 六甲部評議会・合同納涼会が 7月 14日(土)

甲南山手にあるﾌﾞﾙｰﾐﾝ･ﾒﾄﾞｳで行われる。

14時評議会、16時講演会(神戸大名誉教授 

高橋昌明氏「平清盛と源頼朝」)、18 時納

涼会。評議会出席者:長尾会長、山崎、堀

江、多胡、福田ヒ、石田。内、4 名が議決

権者。その他の出席希望者は予め会長まで

申告のこと。なお、例年 8月に開催してい

た近隣 4クラブ合同納涼会は中止。 

5. 山崎直前会長のご苦労さん会を 7 月 18 日

(水)に行う。第 2 例会の開会を早め 18 時

からとし、引き続きご苦労さん会とする。

「らーめん・あ」にて 2500円の予定。 

2012年6月第1例会 
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6. クラブ会計 11/12 年度決算見込み、12/13

予算私案の説明があり次の諸点について

協議した。BF 献金（毎例会時 300 円徴収）

の趣旨徹底と集金方法の改善。青年会員獲

得のため「青年(40 才以下)の年会費の軽

減」。25 周年事業費・DBC 積立金の計上。

西日本区主任等の出張に係わる個人負担

経費の軽減に配慮など。 

7. ブリテン 7月号の執筆者・編集日程を確認。

6月 30日(土)に製本・配布作業を行う。 

8. 総会資料の編集日程を確認。7月 6日(金)16

時 30分から甲東教会で製本作業を行う。 

           若林 成幸（次期書記） 

 

 

 6月 9日(土) 10日(日)の 2日間、戦国の歴

史の町米原と長浜に集結し、「ワイズメンズク

ラブ国際協会第 15 回西日本区大会」が開催さ

れました。宝塚クラブからは 14 名、多くの参

加者でした。 

 全体では東は「もりおかクラブ」。西は「宮

崎クラブ」から 800名以上の参加者で、素晴ら

しい祭典になりました。長浜クラブ他大会運営

に携わっていただいた びわこ部の皆さんに

感謝いたします。 

 1 日目は米原の滋賀県立文化産業交流会館で

開催。午前中は役員会・代議員会・メネットア

ワー・連絡主事会・元理事昼食懇談会がそれぞ

れ開催されました。午後に入り本番です。 

式典開会、メモリアルセレモニーの懐かしい映

像のあと、会場は照明で彩られバナーセレモニ

ーへと展開していきます。リーダーに先導され

た各クラブ会長がバナーを手にメイン舞台に

進むとクラブ紹介がなされ、センター近くでバ

ナーを高く上げると会場からは歓声が上がり、

ムードを高めました。初めての経験でしたがク

ラブ会長をやったんだなーと感激に浸りまし

た。 

 バナーセレモニーの雰囲気から一転して、滋

賀大学オーケストラの演奏をはさみ、西日本区、

浅岡理事の開会宣言、開会点鐘で大会はスター

トいたしました。 

         山崎泰男(直前会長) 

 

 初めての西日本区大会は私に数々の新たな

感動を与えてくれました。久々の宝塚から米原

まで車窓より緑多い景色を満喫するのもつか

の間、大会会場のある米原では多くの地元の方

のお出迎えを受けました。会場は各部毎に席が

決められていましたが、久々の再会に感激され

る場面を何度かお見受けするうちに、開会の幕

が上がりました。 

 独特、かつ特色のある各クラブ会長が掲げる

バナー・セレモニーはとても印象深い物でした。

また「メモリアル・アワー」の際、飯田義雄メ

ンのお顔を拝見しましたときは、とても辛いも

のがありました。と申しますのは、中学、高校

生時代を同じ教会で過ごした仲間でした。彼は

「奉仕の人」と言っても、過言ではないと信じ

ております。 

 滋賀大学のオーケストラの心洗われる、また

第 15 西日本区大会に出席して 

第 15 西日本区大会 
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迫力ある演奏、近江高校の巧みなマーチングバ

ンドの演技、滋賀学園の愛らしく、微笑ましい

チアリーディングメンバーの演技に魅了され

ました。場所をかえての、懇親会は会場が数カ

所に分かれていて、一体感が欠けているのが残

念でした。 

 翌日の聖日礼拝では、道城牧師が奨励され、

「協力」とは十字架の下に小さな力が結集し、

それがやがては大きな力となる—まさにワイズ

の活動そのものですとのお詞には、感銘を受け

ました。その後の、表彰式では、「宝塚クラブ」

の名前が何度も呼ばれ、宝塚クラブのメンであ

ることに大いに自信と誇りを持つことができ

ました。 

 大会後、昔懐かしい町並みを散策、長浜名物

「うどん」に舌鼓をし、長浜に別れを告げまし

た。 

水谷恭子 

 

 

 どの大会でも懇親会は楽しみのひと時。今回

の大会ではセレモニー関係は米原の産業文化

会館で開催され、終わってから、バスや車で長

浜のロイヤルホテルへ移動。参加者 800 人以上

が一同に会して出来る懇親会場はさすが地方

都市では難しく、4 つの会場に分かれての懇親

会であった。会場の割当方法が、部毎だったよ

うで、中西部、六甲部、瀬戸山陰部のクラブの

方々と会場が一緒で馴染みの方々が多かった。 

 大会実行委員長の今大会のコンセプト「人と

人とのシンフォニー」が懇親会でも演出される

場。しかしながら、会場の分散故にメイン会場

はジャズ、和太鼓、おっさんバンド、歌と華や

かな演出があったが、我々の会場は画面に映し

出される鑑賞となりほとんどのメンバーはそ

の画面への関心は無し！ 

 乾杯のかけ声もそこそこにワイズならでは

の賑やかな楽しい交流の場が繰り広げられた。

お料理は美味しいとは思われなかったが、久し

ぶりに会った他クラブのメンバー、はじめて名

刺をかわして知り合ったメンバーと和やかな

交流懇親会であった。アピールタイムでは我が

クラブの 2013年 5月 25日に開催予定の 25周年

記念イベントのチラシの配布をしながら、しっ

かりと参加への呼びかけを行った。 

多胡 葉子 

 

 

 まだまだワイズ駆け出しの私が想定外のお

役目を与えられ、次期交流主任として不安とプ

レッシャーの１年が過ぎ、いよいよ主任バッジ

を受けました。もう進むしかありません。ワイ

ズ活動の原点は「交流」だと思います。これが

魅力であり、大きなパワーの源です。そこで、

事業主題を「交流こそワイズの楽しさ！」と決

めました。 

 まず、クラブの例会を楽しくしたいと思いま

す。毎月、例会が楽しみと全員が感じるような

例会にしましょう。例会が楽しいと欠席がなく

なり、活気が出て来ます。他のクラブを訪問し

て良いアイデアを頂戴することも出来ます。顔

見知りがど

んどん増え

て行きます。

こうやって、

自分のクラ

ブから出て、

部会、西日本

区大会、地区

大会、国際大会と出て行くことが楽しくなって

くると思います。 

 多くの人と交わる機会が増えると学ぶこと

も多くなって来ます。 

国内でも地域によっては文化や習慣など随分

第 15 回西日本区大会 

長浜ロイヤルホテルでの懇親会 

2012-2013 西日本区交流事業主任就任 
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違います。まして海外との交流になればなおさ

らです。 

ワイズにはＤＢＣやＩＢＣと言った素晴らし

いプログラムがあります。このプログラムを活

用してより幅の広い経験をして頂きたいと思

います。 

 私がお伝えしたいのは、楽しい例会はワイズ

活動の原動力だと言う事です。楽しい例会にな

るためにどんな事をすれば良いか、考えてくだ

さい。ＥＭＣ事業と重なる部分もあると思いま

す。協力し合ってください。 

 ４年前、宝塚クラブ２０周年に出版した記念

誌に掲載の、当時会長であった私のご挨拶を思

い出しました。 

そこにはやはり「楽しい」がキーワードとして

記されています。 

 『楽しい活動が社会のお役に立つ喜び、周り

の人々も楽しい、と共感していただく喜び、一

人では何も出来ないのにワイズメンズの仲間

と手をつなぐと予想以上のパワーが出せる喜

び、国内のみならず海外の多くの友を得る喜び、

毎例会の講話による知的刺激を受ける喜び等

など。すべてワイズメンズならではの「楽しい」

ことの数々だと感じます。』 

 ワイズメンになって８年、ずっと私は大いに

楽しんで来たと認識しました。 

交流事業主任としてこの先１年間、「今までよ

りももっと楽しかった」と思えるような時間を

みなさんとシェアして行きたいと思っていま

す。 

（石田由美子） 

 

 2011～2012年度の六甲部 EMC 主査として、

「楽しさをより多くの仲間と！」を主題に掲げ、

活動してまいりました。 このたび、第 15 回長

浜西日本区大会に於きまして「EMC 優秀ワイズ

メン賞」並びに「ブースター賞」を授かりまし

たこと、驚きと同時に光栄に存じています。 

これも皆様の温かいご支援、ご協力の賜物だと

確信いたしております。各クラブが 25 名前後の

メンバーを理想とし、会員獲得に努力を重ねて

まいりました。2011 年 7 月で 144 名でしたが、

2012 年 6 月現在、新入会員 10 名、転会者 1名、

退会者 3 名となり、結果 8 名の増員となりまし

た。 

 顧みれば、大切なことは

毎月の例会の充実した内

容が命であり、魅力ある内

容には人は群がってくる

という事実を実感いたし

ました。2 名の青年会員の

入会により，私たちも若返りのエネルギーを頂

戴し、これからも共に楽しくワイズ活動ができ

ますことを願っております。今後ともどうぞよ

ろしくご指導下さいますよう、また皆様に心よ

り感謝申しあげます。 

福田宏子 

 

 我がクラブは昨年のブリテン最優秀賞に続

いて、今回は広報最優秀賞受賞の栄誉に輝いた。

数年にわたって教会・市民・ワイズの協力で練

り上げてきた「市民クリスマス・キャロルを歌

う夕べ」がワイズ運動の成果として高く評価さ

れた。実行委員、クラブのメン・メネットの応

援をはじめ、多くのボランテイアのアイデアや

善意に支えられて一定の評価を得ることが出

来た。特に、昨年のクリスマスはこれまでの集

大成といっても良いくらい、どの場面をとって

も感動と感謝に溢れるパーフォーマンスが繰

り広げられ、思いが一つになったとき奇跡が起

こった。これぞアマチュアのみがなせる業と思

う。今冬もこの催しを楽しみにしている子ども

達がいることを覚え、彼らのためにも息長く続

けていきたいと思う。ボランテイアの皆様、今

「EMC優秀ワイズメン賞」を受賞して 

西日本区大会…広報最優秀賞を受賞 
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年も１２月１４日をよろしく！ 

（若林成幸） 

 

 山盛りの表彰をうけた閉会式のあと、我々は

意気揚揚と市内観光に出かけました。駅を中心

にホテルと反対側の旧市街の大手門通り・黒壁

スクエアあたりを歩きまわりました。 

 ノスタルジックな昔町の家並、近江牛の加工

品やカリントウ、芋きんつば等の昔菓子屋さん

があり、日曜日とあってかなり観光客で混雑し

ていました。やっと 12名の入れるうどん屋さん

で「のっぺいうどん」（長浜の名物らしい、、あ

んかけうどん）などを食べ、私共は若いグルー

プを残して一足先に帰りました。 

 大河ドラマで名を挙げた「浅井三姉妹」長浜

では大目玉の観光スポットでが、どのポスター

のお姫様もくりくり目玉の現代娘、テレビの方

がずっと格好いいと思いました。 

メネット今田和子 

 

【今月のみ言葉】 

辻 建 牧師 

  人は貧しさのなかで人間性を奪われていき

ます。飢えたイエスを誘惑したサタンの試みは

「これらの石ころをパンに変えてみなさい」で

した。しかし飽食もまた人から一層つよく人間

性を奪い取っていきます。戦後の日本人の歩み

は、食の貧しい時代から飽食の時代への転換で

した。そしてそれはわたしたちから人間らしさ

を奪いとって行きました。「原子力の平和利用」

もその流れの中にありました。「ありとあらゆ

る境遇に処する」秘けつはどこに隠されている

のでしょうか。 

 

 

 

1. 日本 YMCA 同盟が 2 年に一度会員の表彰が

あり、5 月 31 日の神戸 YMCA の総会で紹介

が有った。 

【25年継続会員賞】  44名 

【25年勤続者賞】    1名 

【50年継続会員賞】   5名 

【青少年奉仕賞】    10名 

 （青少年奉仕賞を宝塚クラブ武田寿子ワイズが受賞） 

 

2. 全国 YMCAの動きについて 

① 東日本大震災関連 

 仙台、石巻、岩手県宮古の 3箇所

に拠点が置かれ、スタッフが常駐

して活動が継続されています。 

 救援募金は総額では目標に達し

ましたが、被災 YMCA 支援の募金

が目標を大きく下回っています。

仙台、盛岡 YMCA を支援する募金

をこれからでも少しでも集めま

しょう！ 

② 国内関係 

 チャリティーランの大会委員長

が今までのチャック・ウィルソン

さんから、マラソンの有森裕子さ

んに代わります。有森さんはスペ

シャルオリンピクスの理事長 

③ 国際関係 

 東日本大震災の影響で国際協力

募金が少なくなっています。 

 

3. 神戸 YMCAの動きについて 

① 夏のキャンプなどの活動に向けての

準備期間となっています。 

② 西宮では新たに学童保育を受諾して

いますが、ボランティアリーダー、講

師が準備にいそしんでいます。 

 

          谷川 尚(連絡主事) 

 

 
YMCAだより  

長浜観光 
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